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研究成果報告書


番　　　　　　　　　号
平成　　年　　月　　日


内閣府食品安全委員会事務局長　殿


（代表受託者）
	住所

	機関名

	氏名
	印





平成○○～○○年度食品健康影響評価技術研究「課題名：○○○○（課題番号：○○○○）」
委託契約総額○○○○円

上記委託研究について、食品安全委員会食品健康影響評価技術研究実施要領（平成１７年５月１８日食品安全委員会事務局長決定）第４の２の規定に基づき、別紙のとおり研究成果報告書を提出します。


平成○～○年度　食品健康影響評価技術研究　研究成果報告書（終了時）
（※研究全体の期間（初年度及び２年目以降）について記載する。）
	研究課題名
（研究項目名）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（課題番号：　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	主任研究者
	研究者名：
所属機関：



Ⅰ　研究期間及び研究目的等
１　研究期間
平成○年度～平成○年度（○年間）

２　研究目的

３　研究体制（※研究項目ごと個別課題ごとに研究担当者及び所属機関名を記入すること。）
	研究項目名
	個別課題名
	研究担当者名（所属機関名）

	○○○○
	○○○○
	○○○○（○○○○）



４　倫理面への配慮について

Ⅱ　研究内容及び成果等
（１）研究項目名：○○○○
１）個別課題名：○○○○（研究担当者名：○○○○（所属機関名：○○○○））
（※研究項目ごと、個別課題ごとに、研究内容・方法も含めて研究成果、考察及び今後の課題について記載すること。）

（２）研究全体の成果、考察及び結論

Ⅲ　本研究を基に発表した論文等
１　本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名のリスト（※別添として別刷（投稿中のものは、受理証明書の写し）を提出すること。また、査読付きの場合は、雑誌名の冒頭に◎を付すこと。）

２　本研究を基にした学会発表の実績

３　特許及び特許出願の数と概要

４　その他（各種受賞、プレスリリース、開発ソフト・データベースの構築等）

Ⅳ　研究開始時に申告した達成目標及び研究全体の自己評価
１　達成目標の自己評価
	達成目標
	評価結果
	自己評価コメント

	（１）○○○○
	
	

	（２）○○○○
	
	

	（３）○○○○
	
	


注）評価結果欄は「５」を最高点、「１」を最低点として５段階で自己採点すること。

２　研究全体の自己評価
	項　目
	評価結果
	自己評価コメント

	（１）研究目標の達成度
	
	

	（２）研究成果の有用性
	
	

	総合コメント



注）評価結果欄は、「５」を最高点、「１」を最低点として５段階で記述すること。

※次のただし書を枠で囲って記載すること。
	この報告書は、食品安全委員会の委託研究事業の成果について取りまとめたものです。本報告書で述べられている見解及び結論は研究者個人のものであり、食品安全委員会としての見解を示すものではありません。全ての権利は、食品安全委員会に帰属します。





（別紙）研究成果の概要（英文）
	Title of research project
	

	Research project number 
	（課題番号を記載する。）

	Research period
	FY 20xx – 20xx 

	Name of principal research
investigator (PI)
	


Abstract/Summary 
※ここに研究の概要を英文で記載する。（研究の目的、方法、結果及び考察を一連の文章で網羅的に記載すること。）
※次のただし書（Disclaimer）を枠で囲って記載すること。
	This report provides outcome of the captioned research programme funded by Food Safety Commission Japan (FSCJ). This is not a formal publication of FSCJ and is neither for sale nor for use in conjunction with commercial purpose. All rights are reserved by FSCJ. The view expressed in this report does not imply any opinion on the part of FSCJ.



1． List of papers published on the basis of this research

２．List of presentations based on this research

３．The number and summary of patents and patent applications

４．Others　(awards, press releases, software and database construction)

